夢見るフランス絵画
印象派からエコール・ド・パリへ
Bunkamura ザ・ミュージアム（渋谷）　2014.10.18〜12.14
　
　第一次世界大戦の繁栄を謳歌していた頃のフランスは、「印象派」と「エコール・ド・パリ」という全く異なる二つの美術が共存していた時代である。
本展での「印象派」の作品は、モネ《エトルタ、夕日のアヴァル断崖》（写真左）および《睡蓮のある池》、ルノアール《ド・ガレア夫人の肖像》、セザンヌ《大きな松と赤い大地（ベルヴュ）》（写真右）などの巨匠たちの最盛期の油彩画が一堂に会しているため、美術愛好家にとっては格好の鑑賞チャンスである。
「エコール・ド・パリ」とは、“パリ派”という意味で､20世紀前半に各地からパリのモンマルトルなどに集まり、全く自由奔放な生活をしていた画家たちのことで、「ルソー、ユトリロ、ローランサン、モディリアーニ、ヴラマンク、シャガール、藤田嗣治、シャガール」などの著名の名前が挙げられる。
今回の展覧会は、個人収集家のコレクションから16人の作家の作品が展示されており、”知られざるコレクション珠玉の７１点”とされ、フランス的な絵画を通じて日本人からフランスへのオマージュ（賛辞）であるともに、それを美しく丹念に描いた当時の画家たちへの夢を追体験する試みであるという。
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